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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成25年5月23日(2013.5.23)

【公開番号】特開2011-10280(P2011-10280A)
【公開日】平成23年1月13日(2011.1.13)
【年通号数】公開・登録公報2011-002
【出願番号】特願2010-109861(P2010-109861)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  76/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  92/24     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ５８４　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ６９５　

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月16日(2013.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　（ａ）モビリティドメイン内の第１のモビリティスイッチと第２のモビリティスイ
ッチとの間に第１のモビリティトンネルを確立するステップと、
　　　　　　前記モビリティドメインはモバイルユニットに対する無線ネットワーク接続
を提供し、前記第１のモビリティスイッチおよび前記第２のモビリティスイッチは１つま
たは複数のモバイルユニットからのデータトラフィックを処理するネットワークスイッチ
であり、前記第１のモビリティトンネルは前記モビリティスイッチ間の制御メッセージン
グのためのコネクションを提供する、
　　　（ｂ）前記第１のモビリティトンネルを介して前記第１のモビリティスイッチと前
記第２のモビリティスイッチとの間でアドバタイズメントを交換するステップと、
　　　　　　前記アドバタイズメントはそれぞれのモビリティスイッチがモビリティＶＬ
ＡＮサーバとして作用するためのモビリティ仮想ローカルエリアネットワーク（ＶＬＡＮ
）を識別し、前記第１のモビリティスイッチは第１のモビリティＶＬＡＮに対する第１の
モビリティＶＬＡＮサーバとして作用する、
　　　（ｃ）前記第１のモビリティＶＬＡＮのメンバとして前記第２のモビリティスイッ
チを追加する要求を受信するステップと、
　　　　　　前記要求は、第１のモバイルユニットが前記第２のモビリティスイッチを介
して前記第１のモビリティＶＬＡＮに接続しようと試みた場合に前記第１のモビリティト
ンネルを介して受信され、前記第１のモバイルユニットは前記第１のモビリティＶＬＡＮ
のメンバである、および
　　　（ｄ）前記第１のモビリティＶＬＡＮのメンバとして前記第１のモビリティトンネ
ルを追加することにより、前記第２のモビリティスイッチが前記第１のモビリティＶＬＡ
Ｎにアクセスすることを可能にするステップと、
を有する
ことを特徴とするコンピュータで実施する方法。
【請求項２】
　　　（ｅ）前記第１のモビリティスイッチと第１のアクセスポイントデバイスとの間に



(2) JP 2011-10280 A5 2013.5.23

第１のアクセストンネルを確立するステップと、
　　　　　　前記第１のアクセスポイントデバイスは前記第１のモビリティスイッチへの
ネットワークコネクションを有し、前記第１のアクセスポイントデバイスは１つまたは複
数のモバイルユニットに無線ネットワーク接続を提供する、および
　　　（ｆ）前記第２のモビリティスイッチと第２のアクセスポイントデバイスとの間に
第２のアクセストンネルを確立するステップと、
をさらに有し、
　　　　　　前記第２のアクセスポイントデバイスは前記第２のモビリティスイッチへの
ネットワークコネクションを有し、前記第２のアクセスポイントデバイスは前記モビリテ
ィドメイン内の１つまたは複数のモバイルユニットに無線ネットワーク接続を提供する、
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　　　前記ステップ（ｃ）が、
　　　（ｃ１）前記第１のモビリティＶＬＡＮのメンバとして前記第２のアクセスポイン
トデバイスを追加する要求を受信するステップ、を有し、
　　　　　　前記要求は、前記第１のモバイルユニットが前記第２のアクセスポイントデ
バイスを介して前記第１のモビリティＶＬＡＮに接続しようと試みた場合に、前記第２の
アクセストンネルを介して受信される、
ことを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
　　　前記ステップ（ｄ）は、前記第１のモバイルユニットが、前記第１のモビリティＶ
ＬＡＮにおけるメンバシップの一部として前記第１のモバイルユニットに割り当てられた
インターネットプロトコルアドレスを保持することを可能にし、前記第２のモビリティス
イッチは、前記第１のモビリティスイッチとは異なるサブネットに属する
ことを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項５】
　　　（ｇ）前記第１のモビリティＶＬＡＮを前記第２のモビリティスイッチに移動する
要求を前記第２のモビリティスイッチから受信するステップと、
　　　　　　前記要求は、前記第１のモバイルユニットが前記第２のアクセスポイントデ
バイスを介して前記第１のモビリティＶＬＡＮに接続しようと試みた場合に受信され、
　　　（ｈ）前記第２のモビリティスイッチを前記第１のモビリティＶＬＡＮサーバとし
て作用させるステップと、
をさらに有する
ことを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項６】
　　　前記ステップ（ｂ）が、
　　　（ｂ１）それぞれのモビリティスイッチにおけるＶＬＡＮサーバテーブルに、モビ
リティＶＬＡＮへのそれぞれのアクセスを記録するステップ、
を含む
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項７】
　　　前記モビリティドメインがモバイルユニットに対する無線ネットワーク接続を提供
することは、前記第１のモビリティＶＬＡＮが前記第１のモビリティスイッチ上のスタテ
ィックＶＬＡＮにマッピングされることを含み、各モビリティスイッチが、モバイルユニ
ットおよび有線コンピューティングデバイスの両方にネットワーク接続を提供する、
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項８】
　　　（ｉ）各モビリティスイッチがサポート可能なコンピューティング負荷に基づいて
、各モビリティスイッチに割り当てられるモビリティＶＬＡＮ数の負荷分散を行うステッ
プ、
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をさらに有する
ことを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項９】
　　　（ｊ）少なくとも２つの異なるモビリティドメインを提供するステップと、
　　　（ｋ）前記２つの異なるモビリティドメインにまたがるモビリティスイッチ間でア
ドバタイズメントを交換することにより、前記２つの異なるモビリティドメインにまたが
る他のモビリティＶＬＡＮへのアクセスを選択的に阻止しながら、前記２つの異なるモビ
リティドメインにまたがるアクセスを前記第１のモビリティＶＬＡＮに提供するステップ
と
をさらに有する
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　　　メモリと、
　　　プロセッサと、
　　　通信インタフェースと、
　　　前記メモリ、前記プロセッサおよび前記通信インタフェースを結合する相互接続メ
カニズムと
を有するコンピュータシステムにおいて、前記メモリは命令を記憶し、該命令が、前記プ
ロセッサによって実行されるときに、
　　　（ａ）モビリティドメイン内の第１のモビリティスイッチと第２のモビリティスイ
ッチとの間に第１のモビリティトンネルを確立するステップ、
　　　　　　前記モビリティドメインはモバイルユニットに対する無線ネットワーク接続
を提供し、前記第１のモビリティスイッチおよび前記第２のモビリティスイッチは１つま
たは複数のモバイルユニットからのデータトラフィックを処理するネットワークスイッチ
であり、前記第１のモビリティトンネルは前記モビリティスイッチ間の制御メッセージン
グのためのコネクションを提供する、
　　　（ｂ）前記第１のモビリティトンネルを介して前記第１のモビリティスイッチと前
記第２のモビリティスイッチとの間でアドバタイズメントを交換するステップ、
　　　　　　前記アドバタイズメントはそれぞれのモビリティスイッチがモビリティＶＬ
ＡＮサーバとして作用するためのモビリティ仮想ローカルエリアネットワーク（ＶＬＡＮ
）を識別し、前記第１のモビリティスイッチは第１のモビリティＶＬＡＮに対する第１の
モビリティＶＬＡＮサーバとして作用する、
　　　（ｃ）前記第１のモビリティＶＬＡＮのメンバとして前記第２のモビリティスイッ
チを追加する要求を受信するステップ、
　　　　　　前記要求は、第１のモバイルユニットが前記第２のモビリティスイッチを介
して前記第１のモビリティＶＬＡＮに接続しようと試みた場合に前記第１のモビリティト
ンネルを介して受信され、前記第１のモバイルユニットは前記第１のモビリティＶＬＡＮ
のメンバである、および
　　　（ｄ）前記第１のモビリティＶＬＡＮのメンバとして前記第１のモビリティトンネ
ルを追加することにより、前記第２のモビリティスイッチが前記第１のモビリティＶＬＡ
Ｎにアクセスすることを可能にするステップ、
の動作を該システムに実行させることを特徴とするコンピュータシステム。
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